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序 

ノーベル賞をはじめ、わが国の科学の発展はめざましい。一方、その光に影

を落とすような研究不正が多い。あるまじき統計不正、データ改ざん、論文の

撤回など、恥ずべき行為には怒りさえ覚える。古くはサリドマイド事件（統計の

誤計算）があった。最近では、STAP細胞事件（捏造、改竄、盗用）、ノバルテ

ィス事件（統計不正）は記憶に新しい。統計処理の不正が問題である。 

 

はじめに 

臨床で行っている治療が効いているのか、効いていないのかを評価するに

は、統計学的な分析でしか評価できない。本日は超簡単統計学で説明する。 

 

１．データ分析に必要な統計学の基本事項 
まず標本の検定に必要な基本事項を説明する。臨床の標本データは、比率
や平均値の差(有意差)について検定を行うことが多い。平均値検定に際して
はパラメトリック法とノンパラメトリック法がある。比率の違いはχ２検定（メタ分
析の基本）が基本である。 
検定に先立ち標本データの最大値あるいは最小値が集団の中で極端な値か
どうか調べる。極端な値を標本から棄却(削除)してもよいかどうかは、棄却検
定法を用いて統計学的な根拠で棄却するかどうか決定する。また、２組の標
本データが刺激の前後で対応(一対)であるかどうかも大切である。比較する
標本データがたまたま同数の場合には、対応したデータではない。求めた２
つの標本データが、たまたま同数であったにすぎない。この場合はコンピュー
タにその旨を教える必要がある。また、２組の平均値の差の検定に当たって
は、あらかじめデータの分散が等しいかどうかを検定した後に平均値を比較
することが正しい手続きである。Student t testをはじめ、全ての検定に用い
る標本データは実験計画法に基づいて、完全な無作為的に行われたデータ
であることが基本条件である。しかし臨床で集めたデータは実験計画法の条
件を満たすことは不可能に近い。例えば、測定装置でデータを得る場合、良
い値を出そうとした意識が働くが、これは、すでに無作為抽出ではなくなる（サ
ンプリング誤差）。Ｈ１からＨ６，Ｆ１からＦ６と順にデータ測定することも、ラン
ダムサンプリング法ではない。作為的抽出そのものである。大切なことは、平
均値の検定を実施するためには、２組の標本が正規分布をしているかどうか
確認することも重要である。標本が正規分布していればパラメトリック法で検
定が行える。非正規分布なら標本値を常用対数変換したのちに、変換値が



正規分布を示せば、この対数変換値を用いてパラメトリック法で検定可能で
ある。もし、正規分布を示さない場合や、正規分布かどうか不明の場合は、ノ
ンパラメトリック法を用いての検定を行えば、間違いはない。また、パラメトリッ
ク法とノンパラメトリック法の両方の検定法を行ってみることも必要である。さ
らに、平均値が複数組(３組以上)存在する場合は、平均値の多重比較検定
法を用いることになる。検定したい平均値の組み合わせ数だけ t-test を繰り
返す検定法は禁忌である。複数回繰り返すことによって「有意性が出現する
確率」のチャンスが増えるためである。 
 
１） 片側検定と両側検定 
両側検定は標本平均 A、B が母集団平均より大きい側にも、小さい側にも有
意の差だけ偏っているかどうかを調べる方法である。よって、正規分布グラフ
の両側の裾野に棄却域をとることになり、棄却域を 5%としたい場合には上側 
2.5％、下側 2.5％の値を用いて検定する。そして対立仮説は A≠B（A と Bは
異なる） として検定する。片側検定は標本平均 Aの方が、Bよりも大きい（あ
るいは小さい）ことがあらかじめ分かっている場合に用いる検定である。対立
仮説を A＞B として、標本平均が母集団平均よりも大きい側だけ有意に偏っ
ていることを検定すればよいのである。よって棄却域は正規分布グラフの右
側の上側５％を用いて検定する。有意水準は検定後の意思決定するため
に、その結果によって引き起こる損失や利益などとの兼ね合いで決まってく
る。ある研究者は有意水準 5%で有意差を認めても、別の研究者は 1%でも有
意差を認めないと主張する場合がある。例をあげると、両側の場合：針治療
によって血圧が上がるか、血圧が下がるかを問題にするような研究では両側
検定である。片側の場合：針治療では鎮痛が生じることがあらかじめ解って
いる場合、治療によって鎮痛が生じたかどうかを検定したい場合には片側検
定でよい。 
２） 危険率とは（５％、１％） 
例えば、100円硬貨を投げて、裏が出たとする。このまま続けて硬貨を投げた
とき、５回続けて裏が出せるだろうか。この確率を考える。裏が出るか表が出
るかの確率は、いずれも、１／２=0.5である。これを続けて５回起きたときの
確率を求めると、５回連続裏であるから、0.5X0.5X0.5X0.5X0.5=3.1%（0.031）と
なる。このくらい厳しい確率であることを理解しておく。１％危険率では７回以
上連続して裏を出す至難の確率である。 
３） 95％信頼区間（95％ confidence interval ; 95%CI） 
母平均、母百分率などの範囲を推定する場合、信頼区間を信頼率何%という
表現が使われる。一般的に信頼率は 95%以上を用いることが約束となってい
る。信頼度 95%とは、母平均（本当の平均値）を推定するために、同じ条件で
100回実験を行い、100個の平均値から 95%信頼区間を計算すると、そのう
ちの 95回は推定した区間範囲内に真の値(母平均)が入ることを推定してい
る。この範囲を信頼区間といい、信頼区間の両端の数値を下側信頼限界値



と上側信頼限界値という。良導絡のグラフは 95％信頼区間を用いるべきで
あろう。 
４） 経皮的自律神経解析ソフトの中で使用されている統計分析法(*印)は、全
て演者が作成したものである。 
①棄却検定法 
極端な値を棄却する方法。極端に大きな値や小さな値が測定値に存在する
場合、これが必要かどうか、統計学的に棄却可能かどうか検定する方法であ
る。例えば、成人の身長の測定データの中に、２６０ｃｍ，９９ｃｍが混ざってい
たとき、この二つのデータを棄却すべきかどうか統計学的に判断する方法で
ある。 
   A   Grubbs-Smirnov法＊ 
   B   Dixon法 
② データ集団が正規分布に適合しているかの検定法 
   A  χ2 検定法を用いた正規分布の適合度の検定＊。メタ分析法の基本。 
   B  歪度と尖度から正規性を推測する方法。 

C 正規確率紙を用いる方法。 
③ 分散分析 ANOVA 一元配置法、二元配置法、三元配置法がある。＊ 
④ ２組の平均値の差の検定法。統合平均値検定＊ 
 A. ２標本のデータが一対（対応）の場合。 
  ａ 正規分布している ・・・パラメトリック法→paired t test＊ 
  ｂ 正規分布していない・・・ノンパラメトリック法→Wilcoxonの対比され
た符号付順位検定＊ 
             （分布不明） 
  Ｂ. ２標本のデータが一対（対応）でない場合＊ 
  ａ 正規分布している  ・・・パラメトリック総合平均値検定＊ 
      分散分析（Ｆ検定）後に、 
       分散が等しい → Student t test＊ 
       分散が等しくない → Welch testまたは Cochran - Cox's 
test＊ 
  ｂ 正規分布していない  ・・・ノンパラメトリック法 
        → Mann-Whitney U test＊ 
⑤ 平均値の区間推定 ９５％信頼区間（９５％ CI） 
⑥ 平均値の多重比較法：複数組の平均値の差を組み合わせ数だけ総当た
り検定する。 
   A  パラメトリック 
     Ryan ライアン法      
     Tukey テューキー法＊  
     Duncanダンカン法 
   B  ノンパラメトリック 
   Bonferroniボンフェローニ法（パラメトリック、ノンパラメトリック法） 



     Steel-Dwassスティール・ドゥワス法 （ノンパラメトリック法）＊ 
     Sheffe シェフェ法 （パラメトリック、ノンパラメトリック法） 
     Holm ホルム法 （パラメトリック、ノンパラメトリック法）など。 

⑦ 相関係数と相関関係 

⑧ 直線回帰 

⑨多変量解析法の種類と意義 

１．単純回帰分析と重回帰分析：因果関係の分析 

２．判別分析：個体の判別 

３．数量化理論Ⅰ類：質的データの回帰分析 

４．クラスター分析：個体の系統分類、真贋の分析 

５．数量化理論Ⅱ類：質的データの判別分析 

６．数量化理論Ⅲ類：対象と変量の数値化 

７．数量化理論Ⅳ類：布置空間の構成 

８．主成分分析：データの合成と要約 

９．因子分析：因子の抽出と構造の解明 

⑩ メタ分析法・・・EBM作成のための方法・・・・・今回は説明しない。  
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Ｈ１：手   経
Ｈ２：手    経
Ｈ３：手   経
Ｈ４：手  小 経
Ｈ５：手  三 経
Ｈ６：手 明大 経
Ｆ１：    経
Ｆ２：    経
Ｆ３：    経
Ｆ４：     経
Ｆ５：    経
Ｆ６：  明 経

               

交 神経 ロックで 応する経絡
クラスター分析の応用

    

  神経  ロック前後の１２経絡の重相関係数



 
 

 

 

自律神経の 応から た重相関係数と１２経絡相関（伊藤・    １ ）


